
はじめに

　本稿は、パフォーマンス課題の開発的研究について、高等専門学校（以下、高専）の社会科公民分野で SDGs

を題材に実践したものを検証しようとするものである。

　高専は戦後の高度経済成長期のなかで「中堅技術者の育成」に応える形で創設された（１）。高専教育の特

色としては、「柔軟な発想力や想像力の育成効果が期待できる中学卒業後の 15 歳の学生を受け入れ、受験に

よる中断のない５年間一貫の教育課程を通して、確実な専門知識と実践の場で必要な技術力、さらに社会や

産業を支え、変革を促す創造性を備えた人材を育成してきた」ことがあげられる（２）。ここでいう教育課程

について、「質保証の基盤」となる「モデルコアカリキュラム（以下、MCC）」があり、MCC を大綱的基準と

しながら自律的に各高専がそれぞれの特色を活かした魅力的な教育課程を編成することになっている（３）。

　高専教育において社会科は一般教育（リベラルアーツ）に位置している。岩本晃代は、高専を「疑似的な

『複線型』」の教育制度としてとらえ、専門教育と一般教育の「くさび型教育課程」の構造をとっているこ

とから、「他種の学校との接続関係を念頭においたより一層の創意工夫が必要であろう」と論じている（４）。

そのうえで、一般教育の社会科に焦点化したとき、原田桃子が指摘するように、「国際的に繋がる社会の多

様な問題を解決できる技術者育成のために、自らが生きる世界が歴史的にどのように構築されてきたのか、

幅広い視野を持たせる」ことが重要となる（５）。ここで有効となりうるのが本稿の実践で主題とした「持続

可能な開発目標（SDGs）」である。SDGs は国連から提唱され、2030 年までの達成がめざされている。「SDGs

時代の教育」について、松倉紗野香は「参加型学習や課題提起型といった『学習者主体』となる学び、さら

に教科と教科、学校と社会を『つなぐ』学びのあり方が求められる」としている（６）。さらに、グローバル

教育との接点を考えたとき、SDGs を主題にすえた開発的研究について、石森広美は、「世界全体の課題であ

る SDGs のゴールの解決にいかに参画していくかや、次なるアクションに向けたプランを盛り込んだり、実際

に行動した結果からの気づきを含めたりすると、地球市民としての姿勢育成まで包有された、グローバル教

育としてのより良い実践となる」とその意義を論じている（７）。

　以上の背景をふまえて、本稿では、高専社会科公民分野「現代社会 A」の授業でパフォーマンス課題を設

定した実践に着目する。当該の実践は論者が担当した開発的研究にあたるものである。SDGs を題材とした高

専教育の先行事例として熊本高専の「八代モデル」がある（８）。日本高専学会でも特集「SDGs と高専教育」

が組まれている（９）。これらの蓄積に学びながら、本実践は他校種にも開かれた協働的な授業研究を志向し

つつ、SDGs を題材としたパフォーマンス課題を中核にすえた点に独自性がある。第１節では、カリキュラム

研究の観点からパフォーマンス課題の実践的意義について論じる。第２節では、社会科公民分野のカリキュ
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ラム構造をふまえながら、「現代社会 A」の展開過程について論じる。そのうえで、第３節では、パフォー

マンス課題の位置づけを示したうえで、実際の作品例を検討していく。

１．カリキュラムレベルからみたパフォーマンス課題の実践的意義

　高専教育において社会科は一般教育に位置づいている。MCC では到達目標として「分野共通の基礎的能力」

が明記されている（10）。一般教育であることから、到達目標の水準は「Level1：知識・記憶」、「Level2：

理解」、「Level3：適用」までの達成がめざされ、基礎・基本の確実な「習得」とその土台をもとにした「活

用」が重要視されている（11）。高学年では専門教育に重きがおかれることから、一般教育では「Level4：実

践」へとつながる視点をもつことも重要となる。

　ここで留意したいのは、溝上慎一が指摘するように、「特定領域を超える汎用的な資質・能力を育てるプ

ログラムであるのに、その実践においては特定領域の課題に頼らざるを得ない構造的ジレンマがある」とい

う点である（12）。この課題に対して、溝上慎一は学習指導要領をもとに二つの方途を示している。

　第一に、いわゆる学習の型とも呼ばれる「習得・活用・探究」である。学習指導要領において、「探究」

は「教科の学習（習得・活用）」と連続的に位置づけられている（13）。「活用」型や「探究」型の学習が視

野に入ることで、「資質・能力の転移可能性」や「真正の学び」を具現化することができる（14）。このとき

に有効となるのが、本稿の主題であるパフォーマンス課題の実践である。先にあげたように、高専教育での

社会科は一般教育に位置することから、確実な「習得」とその「活用」、そして「探究につなぐ」という点

においてパフォーマンス課題の実践がそれぞれの架け橋になりうるといえる（15）。

　第二に、溝上があげているのはカリキュラム・マネジメントである。カリキュラム・マネジメントは、学

校教育目標の具現化を基軸としており、その達成に向けて R-PDCA サイクルをもとに教育活動の質保証と改善

をはかることである（16）。高専教育においても、各校がそれぞれの教育理念や三つのポリシーにもとづいて

教学マネジメントの体制がしかれている。カリキュラム・マネジメントと教学マネジメントは近接した概念

である（17）。マクロの視点として学校全体でのカリキュラムの連動性を担保したうえで、それを支えるサブ

システムとして教科カリキュラムでの授業研究が位置づいている（18）。本稿の実践も、学校の教育理念やポ

リシーにある「豊かな国際性」や「複眼的視野」などを念頭に SDGs を取り組む単元の主眼にして、そのうえ

で同じく教育理念やポリシーに明示されている「創造」や「探究」を志向するために単元の山場としてパフ

ォーマンス課題を設定した。このようにカリキュラム全体を見通し、実践の位置づけを明確化させることで、

資質・能力の育成にも連動性を見出すことができ、最終的にはその連動性が学校教育目標の具現化への鍵に

もなるのである。

２．「現代社会 A」の展開過程

　高専教育では、専門教育と一般教育が「くさび型」のカリキュラム構造をとっている。前節では、学習指

導要領をもとにした溝上慎一の議論を援用して、高専教育におけるカリキュラム研究の視点とパフォーマン

ス課題の実践的意義を論じた。高専は、高校から大学へと連なる教育課程の設計とは根本的に異なるとしな

がらも、「中等教育後期課程の学齢を含む学生を受け入れている」ことから、MCC では学習指導要領との対

応関係が示されている（19）。

　本稿で対象とするのは社会科公民分野での実践である。社会科全体と公民分野の到達目標は、以下のよう

に明記されている（次頁：表１）（20）。社会科全体としては、「国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会

の形成者として主体的に社会に参画し、社会が抱える諸問題の解決のために人文・社会科学の知識・理論・

情報を利用できる」ことと目標が記されている。この全体目標に対して、「地理歴史的分野」、「公民的分野」、

「現代社会の考察」の到達目標が位置づいている。学習内容との関係性において、以下の二点に指導上で工

夫しうる点を見出すことができる。

　第一に、社会科および関連領域の学習内容として SDGs が位置づけられている点である。まず、社会科では、

「国際社会における持続可能な社会の実現を目指す取り組み」を意識しながら、SDGs を単元の主眼にすると

き、「環境だけではなく社会、経済の諸側面で構成されていることに留意して学習を進めること」とされて

いる（21）。さらに、関連領域である技術者倫理にも SDGs が位置づいており、「地域社会、わが国、及び国際
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社会が直面している問題や実現すべき課題について理解し、説明することができる」とされている（22）。授

業デザインという段階では、大綱的基準である MCC に明記されている目標論や内容論をふまえ、実際の展開

過程を構想する必要がある。本実践では、この MCC における SDGs の位置づけをふまえて、SDGs のゴールと

関連する各領域の学習を科目の前半にしたうえで、その土台をもとに単元の山場としてパフォーマンス課題

を提示した。

　第二に、人文・社会科学の見地を活かしながら、社会とのかかわりのなかで直面する課題と向き合い、「真

正性」のある学びを展開できるかどうかという点である。社会科では、表１にある「現代社会の考察」との

関係で、「人文・社会科学の方法を用いて、学生が技術者としての自分と身の回りとを批判的・相対的に捉

える能力を育成し、社会との関わりの中で主体的に思考し行動する姿勢を涵養することが期待される」とあ

る（23）。知識一辺倒にとどまらないためには、「真正性」のある学びが展開できるかどうかが重要になる。

松下佳代は、パフォーマンス課題に「文脈の真正性」と「プロセスの真正性」の二点が求められるとしてい

る（24）。さらに、パフォーマンス課題に取り組むプロセスにおいて学生自身が自らの学びを見通す「学習と

しての評価」が重要であると論じている（25）。本実践では、確実な「習得」と「活用」を意識しながら、「真

正性」のある学びとするために、パフォーマンス課題を設定し、そのなかに対象（宛先）である小学生や SDGs

の社会的効果を組み込んだ形にした。

　「現代社会 A」は、１年生におかれており、社会科の導入科目としての役割も果たしている。上述したよ

うなカリキュラムレベルからの視座をふまえて、本科目での到達目標を以下のようにした。

　 （１） �歴史的かつ国際的な視点から現代社会をとりまく諸課題をとらえ、その特徴を理解する。【知識・

理解】

　 （２）�様々な史資料の分析から、現代社会の諸課題を考察し、授業で取り上げた諸事項の特色や相互関

連性を説明することができる。【思考・判断・表現】

　 （３）�（１）と（２）をもとに、自らが設定したテーマから現代社会の諸課題を考察し、国際的な視点

や今日につながる視点をふまえながら自身の探究テーマを具体的にまとめ、効果的に発信するこ

とができる。【学びへの主体性】

　公民分野の学習を進めていくうえで、まさしく「現代社会」をとらえるためには、横軸である「国際的な

視点」と縦軸である「今日につながる」歴史的な視点が必要となる。その二つの視座をもとに、SDGs のゴー

ルとの対応関係を意識して、科目の前半では、時事的なイシューにもふれながら、子ども、環境、労働、戦

争、国際関係について扱った。先述したように、各項目の内容について、「現代社会 A」は社会科の導入科

目にもなるため、基礎・基本の確実な「習得」をはかりながら、史資料をもとにした「活用」の場面を設定

した。科目の後半になる第９回に、これまでの学習を総合化するためのパフォーマンス課題を提示し、具体

的な作成段階へと入った。その際に、探究的な学びのプロセスである①課題の設定、②情報の収集、③整理・

表１　社会科の到達目標

 【全体の到達目標】

国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として主体的に社会に参画し、社会が抱える諸問題

の解決のために人文・社会科学の知識・理論・情報を利用できる。

公民的分野

これまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにしつつ、より良いキャリア構築を含む

生涯にわたる多様な自己形成に関する考え方、他者と共に生きていくことの重要性、

及び望ましい社会や世界のあり方について考察できる。

自己が主体的に参画していく社会について、基本的人権や民主主義などの基本原理と

基礎的な政治・法・経済の仕組みを理解し、現代社会の諸課題を考察できる。

現代社会の考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定し、資料を活用して探究し、その成

果を論述したり討論したりするなどの活動を通して、世界の人々が協調し共存できる

持続可能な社会の実現について人文・社会科学の観点から多面的・多角的に考察、構

想し、表現できる。
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分析、④まとめ・表現を示し、教科書の巻末にある「学び方」に関するページを適宜参照するように助言

した（26）。さらに、SDGs の内容を深めるため、参考図書として蟹江憲史『SDGs（持続可能な開発目標）』を

指定し、積極的に図書館を活用するように促した（27）。最終回の一つ前の回（第 14 回）をパフォーマンス課

題の完成と位置づけ、最終回（第 15 回）では互いの提案書を持ち寄る検討会を実施した。この検討会には、

大学や高校の先生方にも開放し、学生のプロダクトおよびプレゼンテーションに対してご講評いただいた。

また、授業研究を兼ね、授業後には協議会を設け、授業改善への視点を共有した。

３．パフォーマンス課題と作品例の検討

　本実践では、SDGs を単元の主眼にしている。改めて、「パフォーマンス評価」とは、「ある特定の文脈の

中で、さまざまな知識やスキルなどを用いながら生み出される学習者のパフォーマンス（作品や実演）をも

とに学習者の学びや能力を評価する方法」であり、パフォーマンス課題はそのために設定された知の総合化

を求めるような課題である（28）。本実践でのパフォーマンス課題は以下のとおりである。

 【パフォーマンス課題】

あなたは市役所で SDGs を担当する部署の職員です。

2030 年までの SDGs 達成をより確実にするため、市内に住む子どもたちにも SDGs の重要性を知ってほし

いと考えています。そこで、市内の小学生が SDGs とのかかわりをもって、SDGs 達成にむけた方策を知

ることができる「SDGs 小学生アクションプラン」を作成することになりました。

① SDGs の 17 あるゴールのなかから１つ（または複数）取りあげ、②その取りあげたゴールの重要性を

説明したうえで、③そのゴールを達成するためにどのようなことができるか、④③の「アクションプラ

ン」は社会的にどのような効果と意義があるのか、①から④を具体化させて、「SDGs 小学生アクション

プラン」の策定に向けた提案書を完成させなさい。

　先述したように、パフォーマンス課題には「文脈の真正性」と「プロセスの真正性」が重要になる。上記

の課題では、社会的文脈として「市役所で SDGs を担当する部署の職員」という役割が設定されている。さ

らに、「提案書」の完成というプロセスに鑑みて、「小学生」を宛先にしながら、① SDGs ゴールへの焦点化、

②ゴールの重要性、③具体的なアクション、④そのアクションの社会的効果と意義という形で構成要素を明

示的に課題文のなかに組み入れた。これはライティング教育を意識したものであり、課題設定においては学

生がこの課題を取り組むうえでの貢献を明示的にすること、そして作成されるプロダクトの対象（いわゆる

「宛先」）を明文化することにした（29）。

　本実践でのパフォーマンス課題は第９回に提示し、第 14 回に合わせて完成（提出）とした。この完成に至

るまでのプロセスにおいて、粘り強く自己調整をはたらかせながら、よりよいプロダクトを模索するために、

以下のような観点を学生間で共有した。

　・【観点１】：テーマ設定の独創性と明晰さ＝①・②に該当

　・【観点２】：アクションプランの具体性＝③に該当

　・【観点３】：アクションプランの社会的意義と効果＝④に該当

　・【観点４】：「小学生」という対象者への意識とそのための工夫＝課題の状況設定

　・【観点５】：全体の構成・文章力＝ライティングの基礎

　さらに、これらの観点について、以下のような到達度ルーブリック（次頁）を示し、「十分に」満たすと

はどういうことか、「独創的」で「効果的」な「提案書」とはどのようなものかを自らモニタリングできる

ようにした。これは「学習としての評価」観に拠ってたつものであり、学生自身が自らの学びをみとって見

通すことに重きをおいている。個別に個人内で進捗状況と向き合うとともに、各回の最後に先述した探究的

な学びのプロセスに照らした対話の時間を設けた。高専教育としても、自らの状況をみとって、よりよいプ

ロダクトを模索することは、科学技術に携わって「創造」をめざすうえでも重要な基本姿勢になる。

－84－



 【到達度ルーブリック】

段階 内容

S すべての観点を十分に満たし、独創的な提案書を効果的に作成できている。

A すべての観点を満たし、提案書を正確に作成できている。

B 課題内容を概ね理解し、いくつかの観点を意識した提案書を作成できている。

C 課題内容をこなしている状態にあり、提案書の体裁をなしていない水準にある。

　今回の「提案書」は、高専の高学年次に研究ポスターを発表することもあることから、１枚（A4）にまと

める形にした。下記は、それぞれプラスチックごみやフードロスという社会課題を意識しながら、まとめら

れた「提案書」である。

　作品例 A は、ゴール 14「海の豊かさを守ろう」をもとに、プラスチックごみの問題が深刻化しているこ

とをうけて、企業の取組を紹介することなどを提案している。子どもたちがこのゴールや問題解決の必要性

を実感することが、具体的なアクションになり、循環するプラスチックごみの連鎖をたちきることにもつな

がるとしている。

　作品例 B は、ゴール２「飢餓をゼロに」、ゴール 12「つくる責任つかう責任」をもとに、環境問題や食料

問題などがあるなかで、責任ある消費者としての行動を自覚し、フードロスの削減につなげようとしている。

二つのゴールをあげているように、消費者として食品を適正に「つかう」ことで捨ててしまう量を減らし、

そのことが地球環境の保全にもつながると提言している。

　最終回（第 15 回）では、互いの「提案書」を持ち寄る検討会を実施した。参観者によるご講評を終え、

改めて「よりよい提案書にするためにどのような工夫をしたか」、「作成プロセスを通じて SDGs に対する認

識がどのように深まったか」という問いを投げかけ、その振り返りを記入し、本科目での学びを互いに総括

しあった。それぞれ作品例 Aと作品例 Bの学生が記入した振り返りは以下のとおりである。

【作品例 A】 【作品例 B】
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 【振り返り】

【作品例 A】

　私はよりよい「パフォーマンス課題」を完成させるために、２つの工夫をしました。１つ目は、より

多くの情報を収集することです。私は中学生の頃から SDGs に興味を持ち、気になる新聞記事を集めてい

ました。しかし、提案書の作成にあたり、１つのゴールについてより深く知っていく必要があると考え

たため、それに加えて調べ、学びを深めました。２つ目は、SDGs を小学生に身近に感じてもらえるよう

なアクションプランを作成することです。小学生に SDGs の存在や達成する重要性を一方的に説明するだ

けでは、小学生が自分には関係ないと感じてしまうかもしれません。そこで、自分で体を動かすアクシ

ョンプランを組み、小学生に SDGs が身近なものであると実感してもらいたいと考えました。

　私は本科目および「パフォーマンス課題」の作成過程を通じて、自分のできることを行うことで、SDGs

達成に少しでも協力したいという考えが強まりました。また、情報を取り入れるだけではなく、自分の

できることを日常生活の中で探し、行動に移していきたいと考えました。

【作品例 B】

　私がよりよいパフォーマンス課題を完成させるために工夫したことは、「何がどう変わって誰のため

になるのか」を具体的に説明したことだ。なぜそれを意識したかというと、「この行動が誰のためにな

るのか」を知ることで、具体的な今後を想像でき、行動しようとするだろうと考えたからだ。

　パフォーマンス課題の作成過程を通して、SDGs は１人残らず「世界の皆が目標や行われている活動に

ついて具体的に知って、頭に入れて生活しないといけないこと」だと改めて認識した。それは、SDGs は

今後の地球や私たちの暮らしに大きく関わることだからだ。この課題を作成するにあたって、「４つの

探究のプロセス」を１つずつ丁寧に行った。そうすることで、SDGs がどれだけ私たちの暮らしに近い存

在なのかをより深く理解できた。

　上記の振り返りからは、よりよい「提案書」をめざすために、対象（宛先）である小学生にとって身近で

必要性を実感できるような構成にしたことが読み取れる。また、作成プロセスを通じて、SDGs が共通の普遍

的な目標としてあり、私たちの暮らし、地域社会、そして地球全体とも関連していると考えるに至ったと記

している。単元の山場としてパフォーマンス課題があったことで、自己調整をはたらかせながら、よりよい

ものをめざして工夫し、学習内容に対する認識を深めていったことがわかる。

おわりに

　本稿では、高専での社会科公民分野の実践をもとに、SDGs を題材としたパフォーマンス課題について検討

してきた。カリキュラムレベルからその実践的意義を見出し、「習得」、「活用」、そして「探究につなぐ」視

点を意識しながら実践を展開した。

　高専教育は「中堅技術者の育成」をミッションとして出発し、近年ではグローバルマインドをもち合わせ

た創造的なエンジニアの育成がめざされている。国際交流も盛んであり、日本型教育の KOSEN として輸出さ

れつつある（30）。ここで重要となるのは、エンジニアとして多様な他者と協働して、社会とのかかわりを念

頭におきながらよりよいものをめざす姿勢を育めるかどうかである。そこで、一般教育はその土台を育む役

割を果たし、なかでも社会科はグローバル社会をとらえるうえでも重要な役割があるといえる。本稿での実

践では、MCC の構造やそこにみられるキー概念をふまえ、「現代社会 A」の授業で SDGs を題材にパフォーマ

ンス課題を設定した。SDGs は、国連から提起された地球全体の普遍的な目標であることから、グローバル教

育として意義のある題材になるものである。同時に、エンジニアとして社会実装を志向するとき、SDGs を念

頭にものづくりをすることは企業の社会的責任としても不可避なものとなる。17のゴールと 169 のターゲッ

トという多岐にわたるなかで、科目の前半では SDGs と対応させながら「習得」と史資料を用いた「活用」に

重きをおいた。そのうえで、後半に入る段階で小学生を対象としたアクションプランを作成するというパフ

ォーマンス課題を提示した。「現代社会 A」は１年生に配置されていることから、アカデミック・スキルの

基礎づけを意識するためにも、パフォーマンス課題の課題文には構成要素や対象（宛先）を明示的に組み入

れた。ここでの土台形成が高専教育の集大成となる卒業研究にもつながるといえる。また、本実践では、協

働的な授業研究をめざして、大学や高校から先生方にご参観いただき、学生の発表にもご講評いただいた。
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高専は「疑似的な『複線型』」であることから、他の校種との連携や接続を開かれた形で模索する必要があ

る。授業研究を通じて開かれた高専教育であることが、高専教育の意義をより確かな視点でみつめることに

つながり、そこで得られた知見が高専教育の到達点や課題を見通すきっかけにもなるといえよう。
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